—— これ は、 そ、 V ろな 秋のお も ひで である。 青葉の 

雨 を 聞きながら —— - 

おみなえし あさぎ 

露 を 其の まゝの 女郎花、 浅葱の 優しい 嫁菜の 花、 藤 

われもこう 

袴、 また 我 亦 紅、 はよ く 伸び、 よく 茂り、 慌てた 蛙 は、 

力ま ほ 

蒲の 穂と 間違へ さう に、 (我 こそ) と 咲いて 居る。 —— 

添へ て 刈萱の 濡れた の は、 蓑に も 織らず、 折からの 雨 

しょ-つしょう 

の 姿で ある。 中に、 千鳥と 名の あるの は、 蕭 々 たる 

夜半の 風に、 野 山の 水に、 虫の 声と 相 触れて、 チリ チ 

リ鳴 りさう に 思 はれる …… その 千鳥 刈萱。 —— 通称 は 

ッ リガ ネニ ン ジンで あるが、 色 も 同じ 桔梗 を 薄く 絞つ 



を 移したり、 植木屋の 手に 掛けた ものと は 思 はれない _ 

「あれ は 何う したので すご 

と 聞く と、 お 照さん —— 鏑木 夫人 —— が、 

「春ね、 皆で 玉 川へ 遊びに 行きました 時、 —— まだ 何 

にも 生えて 居ない 土 を、 一 かけ 持って来 たんです よご 

即ち 名所の 土の 傀儡， k が、 箱から 気 を 咲かせた 草の 

面影な のであった。 

さら/ \ と 風に 露が 散る。 

また 遣 水の 音が した。 

金 を かけて、 茶 座敷 を 営む より、 此の 思 ひっき 至つ 

て 妙、 雅 にして 而 して 優で ある。 



…… 其の後、 つくし、 餅 草 摘みに、 私たち 玉 川へ 行 

つた 時、 真似して、 土 を、 麴 一枚ば かりと、 折 詰 を 包 

んだ 風呂敷 を 一度 ふるって は 見た ものの、 土手に も 畦 

にも 河原に も、 すく/ \ と 皆 気味の 悪い 小さな 穴が あ 

る。 —— 釣鐘 草の 咲く 時分に、 振袖の 蛇体なら^; いと 

して、 黄頷蛇が、 にょろにょろ、 など は 肝 を 冷す と 何 

だか 手 をつ け かねた 覚えが ある。 

「何 を 振 廻 はして 居 るんだ な、 早く 水 を 入れて 遣らな 

、ゝヽ o 一 

レカレ 」 

でんく 太鼓 を 貰へ たやう に、 馬鹿が、 嬉しがって 



の 木 兎で。 

じょうだん いけど 

若い 衆が 串戯 に生捉 つた。 

こんな 事 はいくら も ある。 

しゃれ 

「洒落に 持って つて 御覧な せえ ご と、 花 政の 爺さんが 

f 、- 

景 ぶつに 寄越した の だと 言 ふので ある。 

げに 人柄 こそ は 思 はるれ。 …… お嬢さん、 奥方た ち、 

ふうさ い 

婦人の 風采に よって は、 鶯、 かなり や、 …… せめて 頰 

あとり ところ 

白、 獏子 鳥と も あるべき 処を、 よこす ものが、 木 兎 か。 

…… ぁゝ 人柄が 思 はれる。 

が、 秋日の 縁側に、 ふ はりと 懸リ、 背戸の 草に 浮上 

つて、 傍に、 其の もみ ぢに 交る 樫の 枝に、 団栗の 実の 



転げた の を 見た 時 は、 恰も 買って 来た 草 中から、 ぼつ 

と 飛 出した やうな 思 ひがした。 

いき 餌 だと 言 ふ。 …… 牛肉 を少々 買って、 生々 と 差 

しっけて は 見た けれど、 恁ぅ、 嘴 を 伏せ、 翼 をす ぼめ、 

あとじ さりに、 目を据 ゑつ、、 あはれ に 悄気て、 ホ、 

と 寂しく、 ホと 弱く、 ポポ— と 真昼の 夢に 魘された や 

う 2： J 鳴く。 

その 真 黄な 大きな 目から は、 玉の やうな 涙が ぼ 

こぼ やまふところ おさな 

ろ/^ と 溢れさう に 見える。 山 懐 に 抱かれた 稚 い 

ひめ 

媛が、 悪 道士、 邪 仙人の 魔法で 呪 はれで もした やうで、 

血の 牛肉 どころ か、 吉野、 竜 田の、 彩色の 菓子、 墨絵 



らくがん ついば 

の 落雁で も喙 みさう に、 し をら しく、 いた/^ しい。 

…… その 菓子の 袋 を 添へ て、 駄賃 を 少々。 特に、 も 

との 山へ 戻す やうに、 と 云って、 花屋の 店へ 返した が。 

I まったく、 木の葉 草の 花の精が 顕 はれた やうで あ 

つた。 

やどり 

こ、 に 於て、 蝶の 宿 を、 秋の 草に きづかつ たの を 

あざけ 

嘲らない。 

「あ、、 ちら/ \ ご 

手に ほごす 葉 を 散って、 小さな 白い ものが 飛んだ。 

くぐ 

障子 を ふっと 潜りつ、、 きの ふ 今日 蚊帳 を 除った、 

うす か い まき 

薄搔 巻の、 袖に、 裾に、 ちら/ \ と 舞 ひまうた の は、 



それ は 綿よりも 軽い 蘆の 穂であった。 

(大正 十三 年 十月) 
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